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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・冷房の使用について、設定温度は28度設定。エアロビ時はドライで温度設定を行う。許可なく温度設定の変更をしないようにして下さい。

・納涼会について

八戸納涼会　8/6（月）17:30～20:00　場所：古民家前の広場
当日不参加の方は6/25～7/6までの間に各部署の担当委員に不参加届けを提出すること。

・作業療法士の臨床実習について
本日7/2(月)～8/24(金)までの8週間、東北メディカル学院作業療法学科4年上田晃さんが、実習にきている。担当ケースは板橋雅勝様。

【研修案内】
・第3回院内研修　7/17(火）、7/18(水)17:30～18:30　場所：メンタルケア病棟3F会議室

 　テーマ：「接遇・クレーム対応｣（実技・グループワーク）

 　講　師：神TOL
【各種締切】
・7/3(火)月報
・7/9(月)経過録
・7/10(火)疾患別診療計画書

・8月　LASMI等の評価、転倒転落リスク
＜青明舎利用者様情報＞

・高柳　和子様～7/4（水）定期訪問実施。スタッフの顔を見るなり、「久しぶりだね。」と声を掛けている。天気が悪くなると気分が暗くなると話す。食生活では顎は痛むが、レタスは食べているとの事。口内炎で右下の歯肉が腫れており、軟膏もないと話すため病院受診を促している。

・鈴木　知子様～7/4(水)青明舎利用し、入浴している。その際に、「膝がもやっとする。　　

痛くはないが歩きづらく、出掛けられない。」と話し、タクシーか姉に頼み用事を足しているとの事。利用時にスタッフから「うるさい。」と言われたような気がしたと言うが、気のせいであると伝えると以後、気にする事はない。同日夜に青明舎へ電話があり、「足が痛く、坂を登れないから、青陽館をやめたい。」と話している。話を傾聴し、冬期間にデイケアの送迎をしていた為、検討していくことを伝えている。　　7/8（日）青陽館は辞めない事にしたと話している。

・浅坂　政美様～7/8（日）定期訪問実施。部屋はきれいに片付いており、自身で掃除をしているとの事。間食は変わらず、甘い食べ物や甘い飲み物が多い。先週はデイケアの利用が金曜日もあり、「入浴できて良かった。」と話している。金銭面は1週間で5189円使用しており、高額な買い物はない。訪問を終え、帰ることを話すと表情暗くしている。
・我満奈津紀様～7/4（水）娘様の年金手続きの為、八戸年金事務所へ同伴している。7/7（土）定期訪問実施。6/30（土）当院受診しデポ剤を注射後、一時的な眠気はあったが、その後は「大丈夫。」との事で晴々としている。就床前薬の残薬はあるが、持っていて良いと主治医より話があり薬局へ返却しおらず、下剤も入っている為継続処方となっている。ソラナックスは服用していないとの事。先週金曜日からアルバイトが1日3時間の研修が始まっている。店長に統合失調症と伝えており、生活保護の受給が切れない程度で働きたいと希望がある。生活面では生協の冷凍食品を多量に購入する事があり、本人はよく覚えていない様子。娘様が「冷凍庫に入らない。」と怒った口調で話す事がある。八戸赤十字病院婦人科受診は9/12（火）の予定。
・若松　邦生様～7/8（日）青明舎へ立ち寄り、寝不足で仕事を早退したと報告がある。　

グループホームの入居者（関　秀治様）夜間トイレに起き、うるさかったと理由を話している。職場でも休養させてもらったが、改善がなかったと言う。以前、川口　八寿子様へメールで自分の意見を伝えたが、トラブルはない。
・川口八寿子様～以前、メールで若松　邦生様より自分の意見を伝えられている。担当スタッフとの面談で他利用者と話す際に時折、口調の強さや物事をストレートに言う事があると伝えると、その後気にしている様子がある。特定の方と言う訳ではないとこちらで伝えるが、スタッフへ個人名を聞こうとしていた事がある。個人情報の兼ね合いから伏せており、対人面でのトラブル等スタッフへ相談する事としている。
・松川　順子様～アパートの大家さんから電話があり、入院中の為電気を使用していないが東北電力から請求書がきている為ブレーカーを下げたとの事。

・東海林紀子様～7/8（日）定期訪問実施。夫様の促しでパジャマ姿で部屋から出てきている。嗜好品はコーラを飲まなくなり、下痢は減ってきたが炭酸類は飲んでいる。週1回三戸の実家に行き、入院中の父様の洗濯をしている為、仕事は休みがちであると言う。実家から父様の入院している病院まで、徒歩30分あり、体調が悪くなる事があったとの事。父様の施設入所が決まったが、洗濯はこれまで通りやらなければならないと話す。バス停で喫煙しており、バスが来た際に火がついた煙草をポイ捨てした事を気にして「警察に捕まるのではないか。」と不安になり、青明舎のスタッフへ相談する事があった。主治医へは話せず、不安時の頓服薬が処方となったが、副作用が多い為、服用していないと言う。

・東海林康之様～7/8（日）6月は2回就労を休んでいる。理由は紀子様が煙草のポイ捨て　

を気にしてパトカーを見る度に「捕まる。」と話し、不安が強かった為との事。飲酒はビール500ml　2缶飲むことや「暑くから。」と弁当の購入が増えている。野菜炒めやサラダは作っていると話す。2000円ほどの扇風機を購入している。　　　　　

＜グループホーム利用者様情報＞
・繁名　和恵様～不調が続いている。山形へ行く。」という幻聴は続いており、今週の受診は世話人が同行予定。

・古舘　ヨリ様～年金の現況届のお知らせが届かず、「家賃払えない。入院しないといけない。」と話す事がある。
・下妻　康貴様～6/30（土）に外泊し、村上元道様、他1名と旅行に出掛けている。7/6（金）～7/7（土）同僚の方の家へ外泊してしている。睡眠は摂らず、就労へ行き、日曜日はしっかり休んだとの事。
・関　　秀治様～サービスの受給者証を「自己管理にしたい。」と言ったり、気分がやや高い様子がある。
・村上　元道様～6/30に外泊し、下妻康貴様、他1名と旅行に出掛けている。2日に秋田から妹様が実家に戻ってくるため、引越しの手伝いをしている。7/5（木）疲労感で仕事を休んだが、その後は就労へ行っている。
・田名部浩平様～7/3～7/5まで、就労継続支援B型「ここロード」の体験利用をしている。

　　　　　　　　「楽しかった。色々やってきた。」と話し、働くという意向で本日主治医より許可となる。体験利用の辺りから食事量が極端に増えており、疲労や緊張感からであるとの事で、嫌な事はないとの事。就労は8月に入ってから勧めていく事とし、初めは3日就労・2日デイケア利用でその後、5日就労しナイトケアの予定。　　　　
・大　下伸治様～鹿内内科医を受診し、採血結果を聞いている。血糖値130mg/dlやや高いと医師より説明がある。内服薬の変更なく処方となる。7/6（金）デイケアでは表情よく過ごしている。

・若松　邦生様～ 7/1（日）大声で叫んでテーブルを痛くなるくらい叩いた事があったが、

　　　　　　　　その後は自身の行動の振り返りが出来ており、同行為はない。

・番沢　政勝様～8/20（月）歯科受診し、歯の状態を見て9月にはブリッジ取り付け予定。

　　　　　　　　新しいグループホームへ引っ越しとなるが、金銭面の不安を話している。

・坂本　秀男様～居室へ高額（22万）な金銭を置いている為、銀行へ預けるように助言しているが、応じない。

・豊川　明男様～デイケアの出席率が悪く、先週は2回休み。本日も欠席の連絡がある。

　　　　　　　　今朝の訪問時は部屋から出て来れず、自分が思うように動けずにデイケアを休む事が多いと話す。

・田中　一　様～夜間眠っているが、日中の眠気がある話し、先週は嘔気もあり静養室を利用していた。本日は4時間位の睡眠との事。遅刻せずに来詰しており、日課に支障のないよう声掛けしていく。
＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊様～来所時空包確認し、全て揃っている。昼食後薬は昼食後直ぐに服薬をスタッフの前で行っているが、30分以上過ぎても服薬チェックに来ない為声かけをすると、忘れていたと話しその後服用している。午後のプログラム時に眠そうであることを伝えると「い、いや…！薬のせいだよ！」と焦った様子で話す。以後ホールや生活指導室、廊下を行き来しており落ち着かない様子がある。
・鈴木　知子様～先日膝の痛みからデイケアをやめたいとの訴えがあったが、本日架電があり「相談場所がなくなる事や辞めたことを考えこんでしまうと思うから、やっぱりデイケアは辞めないです」と口調穏やかに話している。自分でしっかりと考えていることを評価し、今後も継続してデイケアを利用しつつ、気になることはすぐ相談するよう伝えると「そうします」と話し電話を終了している。
・小笠原キワ様～本日より、月曜日の利用を開始している。増薬となってから眠気が強い
と話しており、7/10（火）主治医へ相談する事とした。現在入居してい
る悠湯の里の事についてスタッフに相談している。「やってもいないこと
をやっていると言われる」他の利用者に対して自分が通せんぼをしてい
ると言われ、一方的に相手の言葉を聞き、自分のすぐそばに来て自分の
行動を見ている。「なんでここに来たのか」聞くと、他の利用者が通る所
を見守っていると話しているとのこと。自分の行動が見られているきっ
かけについて尋ねると、特定利用者が自分にたいして「挨拶も知らない」
「（小笠原様のことを）どこにやったらいいがべ」と話しており、そのこ
とが原因で、スタッフは自分の言い分を何も聞かずに「差別されている
と思う」と話している。話し終わると、「話を来てくれてありがとう」と
スタッフに伝えている。
・佐々木常夫様～プログラム間の休憩時に本人が自身の住基カードとタスポを持っていた
ため確認している。タスポに「佐々木豊」と記載されており、「7年前に
名前を変えたんだよ。豊って名前もいいでしょ」と話している。その後、「措置入院で入院すればお金が貯まるんだよ」と話す事がある。そのような考えはしないように伝えている。
・佐々木理佳様～表情冴えず、先週末より気分の落ち込みがあるとの事。具体的な内容を
　　　　　　　　話す事ができずにおり、ハローワークへ行く等今は様子を見る事を伝え
　　　　　　　　た。次回来所時に、気分の落ち込みについてを理由を確認していく。
デイナイトケア
・鈴木真知子様～青風荘より情報提供があり、昨日血圧が高値見られていたとのこと。158/110ｍｍHg、再検154/108ｍｍHg、夜間から今朝にかけては、血圧高値はみられなかったとのこと。日中は、次姉様に連絡し、服がほしいことを話していたとのこと。本日のデイナイトケアでは、冴えない様子見られており、階段前の扉を遠くから見ている為、声掛けしている。何かあったのか尋ねると、「ちょっとね」と返答している。理由については、青風荘でお金を持ちたいこと、貯金がしたいことを相談すると、お金は持てないことの説明があったとのこと。「私はここは止めたいです」「仕事がしたいです」と話しているため、青陽館での日中の過ごし方を振り返りを実施している。プログラムの途中退席や、水分補給していることを伝え、仕事は集中力や体力がないと難しいことを伝えつつ、これからのプログラムへ集中して取り組んでみませんかと促すと頷いており、プログラムへ参加している。以後、帰宅要求は聞かれていない。今後も訴えのあった際は話を傾聴し、青風荘へ情報提供していく。
・津嶋イチ子様～青風荘より情報提供があり、昨日、「背中がチクチク痛い」「内側が痛い」と話しており、確認したが見た感じは変わった様子は見られなかったとのこと。本日のデイナイトケアでは、運動プログラムには参加しており、背中の痛みについて、「治りました」「大丈夫です」と話している。今後も、何か不調の際は話してほしいことを伝えている。
・倉橋　生子様～青風荘より情報提供がり、昨日、就床前薬服用時、10分送れて来ており、スタッフの様子を試して見ている様子が窺える。その後のバイタルサイン測定時も不機嫌な様子がみられ、スタッフを睨むようにみていたとのこと。本日のデイナイトケアでは、先週同様16時のプログラムは、10分～15分程遅れて参加しており、声掛け要している。声掛けすると、「行きます」と言って、窓を開けて外を眺めており、スタッフの行動を試している様子が窺える。夕方から気分変動が見られており、今後も精神症状を観察していく。
ナイトケア
・関　秀治　様～グループホームでの生活について尋ねると、「色々あります」と答えており、気になることがあるのか訊くとグループホームの入所者について、「自分のことを悪く言っているのではないかと感じることがある」と話している。具体的に、何かを言われたり、態度で表されたことないと話しており、「なんとなく感じる」「裏でなにいっているのかわからない」と思うことがあるとのこと。何か気になる事があったら相談するように伝えると「はい」と答えている。気になる事は相談して欲しいことを伝えているが、自ら相談することは少ないため来所時にはスタッフからも声掛けを行なっていく。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（佐羽内　裕亮　様）
実施日：H30.7.9（月）13：40～14：00

担当：三國

検討内容　目標・治療計画の再立案

	氏名
	佐羽内　裕亮　様
	性別
	男
	年齢
	36
	生年月日
	S56.9.3

	主病名
	双極性感情障害（F31）
	合併症
	自閉症スペクトラム障害

レストレスレッグス症候群

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善、作業能力・持続性の向上、病識を身につける、社会資源の利用

	本人希望
	人とうまく話せるようになりたい。仕事を頑張れるようになりたい。体力をつけたい（減量したい）

	家族希望
	働けるようになってほしい

	入院歴
	当院1回（H28.8.25～H28.11.30）

	通所歴
	1回目（H29.4.18～現在）

	その他サービス利用
	・訪問看護ステーション五福（1回/週（月））

・地域生活支援センター青明舎

・H30.6.20～就労継続支援B型カシオペア（3回/週（水～金））

	住居：母の実家に住んでいる

母・伯母の3人暮らし
	家族構成　　　　　　　　母：治療に協力的。過干渉傾向

父：H14年頃から別居状態

妹・弟：治療に非協力的

伯母：精神遅滞（愛護手帳A）・
認知症を有している

	利用制度
	※障害厚生年金2級（19万円程/2か月）　受給中

※精神障害者保健福祉手帳2級　受給中

※自立支援医療　受給中


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	自立した生活を目指し、就労を行う。
	1 安定した就職に必要な能力を見直しその改善を図る。また、興味のある職種・自分に合っている職種を発見する。

2 対人交流技術の獲得（他者交流場面の安定化、雑談力の獲得等）
	1 生活リズムの改善・体重の減少を図り健康的な生活を送る。また、就労に向けてモチベーションの獲得を行う。
	1 デイケアへの参加を継続し運動プログラムへの参加を行う。就労プログラムへ参加し、知識・技術、モチベーションの獲得を目指す。

	
	
	2 孤立する時間を減らし他者と交流する場面の獲得を図る。
	2 交流は無くとも他者と場を共有する所から始め一人で過ごす時間を減らし、対人交流の苦手意識の軽減を図る。また、スタッフに声を掛け相談・雑談をする経験を通して他利用者との交流へつなげていく。


【検討内容】

	実施した結果・現状
	今後の対応

	デイケアへの継続的参加により、生活リズムは改善傾向となっ

ている。体重は減少し以後は変化なし（4月84.9㎏、5月83.3

㎏、6月83.8㎏）。5月に就労継続支援B型カシオペアの体験利

用を実施。銅線リサイクルの銅線を巻く・抜く作業をし、「楽し

かったです」とゆったりした口調で話している。6/20から同事

業所を利用開始。それに伴いデイケア利用日が変更（1回/週

（火））となっているが、6/26（火）は欠かさず参加している。

体験利用と同様に銅線リサイクルの銅線を切る作業をしてお

り、「最初は手や肩が痛かったけど、今は慣れました。静かに作

業していることが多くて、賑やかな人が2～3人位います。就労

先のスタッフも気を遣ってくれて働きやすいです」と話してい

る。

6/14デイケア終了後にデイケア利用者から連絡があり、他デイ

ケア利用者に渡すよう頼まれ、断れなかったとのこと。話に付

き合い、デイケア利用者宅を出たのが同日23時と話している。

翌15日も連絡があり、家に来るよう言われたが、断ることがで

きたとのこと。その後のデイケア来所後にスタッフに相談して

いる。他者の病状悪化時の対処法や、自身のストレス対処法に

ついて検討していく。
	· 新しい環境への不安感、緊張感等の対処法

· ストレス対処法の習得のための支援

· 対人関係の構築をはじめ社会機能の維持・向上のためのリハビリテーションや支援


⇒本人と目標・治療計画の再立案を行っていく
